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近
世
前
半
期
に
お
け
る
片
仮
名
の
仮
名
遣
い 

  

山 

口

倫 

香

 
  

一

本
稿
の
目
的

平
仮
名
の
仮
名
遣
い
研
究
は
、
定
家
仮
名
遣
い
や
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
中
心
と

し
な
が
ら
現
在
に
至
る
ま
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
片
仮
名
の
仮
名

遣
い
の
研
究
は
少
な
い
。
さ
ら
に
、
各
写
本
・
刊
本
内
部
の
仮
名
遣
い
に
関
す
る

研
究
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
時
代
を
網
羅
し
た
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
の
研
究
は
少

な
い
。

（

１

） 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
（
一
六

九
三
年
）
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
成
立
前
後
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
、
平
仮
名

の
仮
名
遣
い
を
比
較
・
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
近
世
前
半
期
に
通
用
の
片
仮
名
の

仮
名
遣
い
が
存
在
す
る
の
か
、
平
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

二

対
象
資
料
と
研
究
の
方
法

対
象
資
料
は
以
下
で
あ
る
。

（

２

） 

［
片
仮
名
文
献
］ 

Ａ
．
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
年
）
『
御
書
』 

Ｂ
．
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
年
）
刊
『
眞
字
寂
寞
草
』 

Ｃ
．
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）
刊
『
真
名
百
人
一
首
』 

Ｄ
．
明
和
六
年
（
一
七
六
九
年
）
板
『
伊
勢
物
語
』
上
下
巻 

［
平
仮
名
文
献
］ 

Ｅ
．
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
年
）
板
『
伊
勢
物
語
』 

Ｆ
．
明
和
六
年
（
一
七
六
九
年
）
板
『
伊
勢
物
語
』
考
異 

Ｇ
．
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
年
）
刊
『
百
人
一
首
』 

本
稿
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
の
調
査
対
象
と
し
て
真
名
本
と
、
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
文
を
扱
う
。
真
名
本
は
振
り
仮
名
と
し
て
全
文
の
仮
名
表
記
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
は
、
助
詞
や
活
用
語
尾
を
中
心
に
片

仮
名
が
用
い
ら
れ
る
。
用
言
の
語
幹
な
ど
仮
名
遣
い
の
調
査
対
象
が
、
漢
字
で
表

記
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
仮
名
遣
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

よ
っ
て
、
調
査
対
象
の
多
く
を
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
書
で
は
な
く
、
真
名

本
と
す
る
。
た
だ
し
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
Ａ
や
漢
字
平
仮
名
交
じ
り

文
で
あ
る
Ｇ
は
、
漢
字
に
必
ず
振
り
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
査
対
象
に

定
め
た
。 

画
像
は
、
明
和
六
年
板
『
伊
勢
物
語
』
上
下
巻
の
巻
頭
の
一
部
分
で
あ
る
。 

  

 

  

調
査
対
象
が
本
稿
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
、
表
１
に
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ま
と
め
た
。
丸
括
弧
内
に
は
書
写
年
を
記
す
。 

研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
調
査
対
象
の
本
文
を
単
語
毎
に
区
切
り
、
歴
史
的
仮

名
遣
い
、
定
家
仮
名
遣
い
、
他
の
調
査
対
象
文
献
と
の
比
較
を
行
う
。

（

３

）

ま
た
、『
和

字
正
濫
鈔
』
と
の
一
致
率
を
調
査
す
る
。
そ
の
上
で
、
平
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
片

仮
名
の
仮
名
遣
い
と
の
比
較
を
行
う
。 

 

三

『
和
字
正
濫
鈔
』
と
調
査
対
象
文
献
の
仮
名
遣
い

調
査
資
料
に
お
け
る
延
べ
語
数
に
対
す
る
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣

い
の
語
の
割
合
を
表
２
に
示
し
た
。

（

４

） 

      

 

『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
に
成
立
し
た
Ｂ
の
延
べ
語
数
の
割
合
は
二
．
九
％
、

Ｅ
の
割
合
は
一
．
六
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
後
に

成
立
し
た
作
品
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｇ
よ
り
も
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い

で
あ
る
語
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、『
和
字
正
濫
鈔
』
の
五
〇
年
以
上
前

に
書
写
さ
れ
た
Ａ
は
、
延
べ
語
数
の
割
合
が
〇
．
九
％
と
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
沿

う
語
が
多
い
。
こ
の
割
合
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
後
の
作
品
の
割
合
に
近
い
。

こ
れ
は
、
Ａ
が
他
の
調
査
対
象
と
は
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
で
あ
り
、
書
か
れ

た
文
脈
が
異
な
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

『和字正濫鈔』 

成立以後 

『和字正濫鈔』 

成立以前 

 

表
１

調
査
対
象
一
覧
表 

Ｃ
元
禄
八
年
刊
『
真
名
百
人
一
首
』
（
一
六
九
五
） 

Ｄ
明
和
六
年
板
『
伊
勢
物
語
』
上
下
巻
（
一
七
六
九
） 

Ａ
寛
永
六
年
『
御
書
』
（
一
六
二
九
） 

Ｂ
元
禄
二
年
刊
『
眞
字
寂
寞
草
』
（
一
六
八
九
） 

片
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
献 

Ｆ
明
和
六
年
板
『
伊
勢
物
語
』
考
異
（
一
七
六
九
） 

Ｇ
弘
化
三
年
刊
『
百
人
一
首
』
（
一
八
四
六
） 

Ｅ
寛
永
二
〇
年
板
『
伊
勢
物
語
』
（
一
六
四
三
） 

平
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
献 

割
合

異
な
る
仮
名
遣
い

【
異
な
り
】

異
な
る
仮
名
遣
い

【
延
べ
】

延
べ
語
数

作
品
名

表
２

『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
語

Ａ 成
立
以
前 片

仮
名
文
献

Ｂ

Ｃ 成
立
以
後

Ｄ

成
立
以
前 平

仮
名
文
献成

立
以
後
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Ｂ
で
は
『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
〈
お
〉
で
表
記
さ
れ
る
語
が
〈
を
〉
で
表
記
さ

れ
て
い

（

５

）

る
。

（

６

）

そ
の
た
め
、
Ｂ
の
延
べ
語
数
の
割
合
は
、
二
．
九
％
と
今
回
の
調
査

委
文
献
の
中
で
最
も
高
い
。
こ
れ
は
、
Ａ
に
は
見
ら
れ
な
い
仮
名
遣
い
で
あ
る
。 

Ａ
と
Ｂ
か
ら
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
の
文
献
の
仮
名
遣
い
は
、

書
き
手
が
持
つ
仮
名
遣
い
意
識
に
任
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
今
野
真
二
（
二
〇
一
四
）
に
よ
る
と
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
は
同
時
代
の

仮
名
遣
い
に
は
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
・
Ｂ
と
Ｃ
・

Ｄ
、
Ｅ
と
Ｆ
・
Ｇ
の
割
合
を
見
る
と
、
片
仮
名
・
平
仮
名
両
者
の
仮
名
遣
い
に
『
和

字
正
濫
鈔
』
成
立
前
後
で
変
化
が
見
ら
れ
る
。 

Ｄ
と
Ｆ
と
い
う
同
一
本
内
に
お
い
て
も
、
仮
名
遣
い
が
異
な
る
語
の
出
現
率
は
、

〇
．
〇
〇
二
％
と
〇
．
三
％
と
異
な
る
。
さ
ら
に
、『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮

名
遣
い
の
語
の
用
例
も
異
な
る
。
Ｄ
の
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
の

語
は
、【
陰
陽
師
】【
乾
く
】【
声
】
で
あ
り
、
Ｆ
の
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮

名
遣
い
の
語
は
【
萎
る
】
【
川
】
【
参
る
】
で
あ
る
。
Ｆ
で
は
「
ま
い
る
」
と
い
う

『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
が
見
ら
れ
る
が
、
Ｄ
で
は
「
マ
ヰ
ル
」
と

い
う
仮
名
遣
い
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
平
仮
名
の
仮

名
遣
い
の
意
識
が
異
な
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

四

定
家
仮
名
遣
い
と
調
査
対
象
文
献
の
仮
名
遣
い

『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
が
見
ら
れ
た
語
の
中
で
、
定
家
仮
名
遣

い
に
沿
っ
た
仮
名
遣
い
が
行
わ
れ
て
い
る
語
の
割
合
を
表
３
に
示
し
た
。

（

７

）

『
駒
澤

大
学

国
語
研
究

資
料
第
二

假
名
文
字
遣
』（
一
九
八
〇
）
に
記
載
の
無
い
語

も
多
く
存
在
し
て
お
り
、
表
３
の
対
象
語
は
記
載
が
あ
っ
た
語
に
限
定
し
て
い
る
。 

 

  

                 

 

『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
直
後
に
成
立
し
た
Ｃ
が
一
〇
〇
％
と
い
う
割
合
に
な
っ

た
。
異
な
り
語
数
が
三
語
と
用
例
は
少
な
い
も
の
の
、
定
家
仮
名
遣
い
の
影
響
を

残
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

Ｄ
の
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
沿
っ
て
い
な
い
語
は
、
定
家
仮
名
遣
い
に
お
い
て
言

及
が
行
わ
れ
て
い
な
い
語
で
あ
っ
た
。
Ｄ
の
仮
名
遣
い
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』
に
沿

う
だ
け
で
は
な
く
、
定
家
仮
名
遣
い
に
も
沿
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
Ｆ
は
定
家
仮
名
遣
い
に
も
沿
わ
な
い
仮
名
遣
い
が
一
語
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
同
一
本
内
で
も
片
仮
名
と
平
仮
名
の
仮
名
遣
い
が
異
な
る
可
能

異
な
り
語
数

延
べ
語
数

全
対
象
語

作
品
名

表
３

『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
語
の
中
で
定
家
仮
名
遣
い
に
沿
う
語

Ａ
成
立
以
前

片
仮
名
文
献Ｂ

Ｃ
成
立
以
後

Ｄ

成
立
以
前

平
仮
名
文
献

成
立
以
後
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性
を
示
し
て
い
る
。 

Ｇ
は
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
を
行
っ
て
い
る
語
の
全
て
が
、

定
家
仮
名
遣
い
と
も
異
な
る
仮
名
遣
い
を
し
て
い
る
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
Ｇ
の
成
立
が
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
後
一
五
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

ま
た
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
調
査
対
象
で
あ
る
Ａ
・
Ｂ
・
Ｅ
の
『
和

字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
を
し
て
い
る
語
の
中
に
は
、
定
家
仮
名
遣
い
に

沿
っ
た
語
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
Ｂ
は
、
延
べ
語
数
の
割
合
が
二
七
％
、

異
な
り
語
数
の
割
合
が
三
九
．
一
％
と
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
和
字
正
濫
鈔
』

と
も
定
家
仮
名
遣
い
と
も
異
な
る
独
自
の
仮
名
遣
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
表
３
に
お
け
る
Ａ
・
Ｅ
は
、
延
べ
語
数
の
割
合
は
九
割
程
度
、
異
な
り

語
数
が
八
割
と
か
な
り
高
い
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
仮
名
遣
い
に
お
い
て
は
、
『
和

字
正
濫
鈔
』
に
沿
わ
な
い
場
合
は
定
家
仮
名
遣
い
に
沿
っ
て
い
た
と
い
え
る
。 

 

五

仮
名
ご
と
の
検
討

１
．
〈
お
〉
と
〈
を
〉

『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
の
語
を
検
討
す
る
と
、
特
に
〈
お
〉
と

〈
を
〉
の
仮
名
遣
い
に
関
す
る
語
が
多
い
。『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い

の
語
の
中
で
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
〈
お
〉
で
表
記
さ
れ
る
語
が
、
〈
を
〉
で
表

記
さ
れ
る
語
の
数
と
割
合
を
表
４
に
示
し
た
。

（

８

） 

     

 

平
仮
名
と
片
仮
名
、
更
に
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
い
う
境
界
線
を
引
い
た
場
合
、

明
確
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
Ａ
・
Ｂ
の
延
べ
語
数
の
割
合
は
、
Ａ
が
六
四
．

七
％
、
Ｂ
が
五
五
．
七
％
と
他
の
対
象
文
献
よ
り
割
合
が
高
い
。
Ａ
・
Ｂ
同
様
に

『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
に
成
立
し
て
い
る
Ｅ
の
割
合
は
、
成
立
以
後
の
Ｆ
・

Ｇ
よ
り
少
な
く
、
Ａ
・
Ｂ
と
は
異
な
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
平
仮

名
の
仮
名
遣
い
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
と
Ｃ
・
Ｄ
を
比
較
す
る
と
、
Ｃ
・
Ｄ
の
方
が
、
延
べ
語
数
の
割

合
が
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
〈
お
〉
と

異
な
り
語
数

延
べ
語
数

全
対
象
語

作
品
名

表
４

〈
お
〉
か
ら
〈
を
〉
へ
の
置
き
換
え
が
見
ら
れ
た
語

Ａ
成
立
以
前

片
仮
名
文
献Ｂ

Ｃ
成
立
以
後

Ｄ

成
立
以
前

平
仮
名
文
献

成
立
以
後
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〈
を
〉
の
表
音
上
の
違
い
は
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
本
Ａ
・
Ｂ
で
は
、
平
仮
名
文
献
よ
り

も
、
表
音
に
沿
っ
た
仮
名
遣
い
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ

し
て
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
後
、
〈
お
〉
と
〈
を
〉
の
仮
名
遣
い
の
統
一
が
行

わ
れ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。 

Ｅ
と
Ｆ
・
Ｇ
で
比
較
を
行
う
と
、
割
合
が
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
こ
れ
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
前
後
で
〈
お
〉
と
〈
を
〉
の
平
仮
名
の
仮
名

遣
い
が
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。 

実
際
に
は
、
各
文
献
で
は
〈
お
〉
と
〈
を
〉
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
複
数
の
調
査
対
象
に
見
ら
れ
た
語
を
抽
出
し
、
考
察
を
行
う
。 

【
置
く
】
（
『
和
字
正
濫
鈔
で
は
〔
お
く
〕
』
） 

Ａ
…
用
例
無
し 

Ｂ
「
ヲ
ク
」
…
全
一
例 

Ｃ
「
ヲ
ク
」
…
全
三
例 

Ｄ
「
オ
ク
」
…
全
八
例 

Ｅ
「
を
く
」
…
全
二
例 

Ｆ
…
用
例
無
し 

Ｇ
「
お
く
」
…
全
三
例 

『
和
字
正
濫
鈔
』
と
は
異
な
る
仮
名
遣
い
で
あ
る
〔
を
く
〕
と
い
う
仮
名
遣
い

を
行
っ
て
い
る
の
は
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』

成
立
以
前
の
平
仮
名
の
仮
名
遣
い
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
に
お
い
て
は
、
〔
を
く
〕

と
い
う
仮
名
遣
い
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
。
Ｃ
は
、『
和
字
正

濫
鈔
』
の
二
年
後
に
成
立
し
て
い
る
た
め
、【
置
く
】
と
い
う
語
に
関
し
て
は
仮
名

遣
い
の
意
識
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

【
折
る
】
（
『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
〔
を
る
〕
） 

Ａ
…
用
例
無
し 

Ｂ
「
ヲ
ル
」
…
全
一
例 

Ｃ
「
オ
ル
」
…
全
二
例 

Ｄ
「
ヲ
ル
」
…
全
四
例 

Ｅ
…
用
例
無
し 

Ｆ
…
用
例
無
し 

Ｇ
「
を
る
」
…
全
二
例 

Ｃ
の
み
〔
お
る
〕
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片

仮
名
の
仮
名
遣
い
で
あ
る
Ｂ
と
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
後
の
片
仮
名
の
仮
名
遣

い
で
あ
る
Ｄ
は
、
〔
を
る
〕
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
〔
お
る
〕
と
い
う
仮
名

遣
い
は
、
Ｃ
特
有
の
仮
名
遣
い
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、【
折
る
】
の
仮
名
遣
い

は
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
か
ら
〔
を
る
〕
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

他
に
も
、『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
〈
お
〉
を
用
い
る
語
が
、〈
お
〉
で
は
な
く
〈
を
〉

を
用
い
て
い
る
語
は
存
在
し
た
。
特
に
、
Ｂ
で
の
み
〈
お
〉
で
は
な
く
〈
を
〉
を

用
い
て
い
る
語
が
多
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｂ
の
特
異
な
仮
名
遣
い
意
識

が
見
え
る
。 

 

２
．
〈
え
〉
と
〈
ゑ
〉

【
声
】
（
『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
〔
こ
ゑ
〕
） 

Ａ
「
音 コ

エ

」
…
全
一
例 

Ｂ
「
コ
エ
」
…
全
二
例 

Ｃ
「
コ
ヱ
」
…
全
二
例 

Ｄ
「
コ
エ
」
…
全
一
例
／
「
コ
ヱ
」
…
全
四
例 

Ｅ
「
こ
ゑ
」
…
全
一
例 

Ｇ
「
こ
ゑ
」
…
全
一
例 

〔
こ
え
〕
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
る
調
査
対
象
は
、
Ａ
と
Ｂ
で
あ
っ
た
。
よ
っ
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て
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
〔
こ
え
〕
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

Ｄ
の
〔
こ
え
〕
と
い
う
表
記
は
、
〔
こ
ゑ
〕
が
他
に
四
例
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
表
記
の
ぶ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
と
Ｄ
か
ら
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立

以
後
の
写
本
で
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』
に
沿
っ
た
〔
こ
ゑ
〕
と
い
う
片
仮
名
の
仮
名

遣
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

ま
た
、
Ｅ
・
Ｇ
で
〔
こ
ゑ
〕
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
仮
名
の
仮
名

遣
い
に
お
い
て
は
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
か
ら
〔
こ
ゑ
〕
と
い
う
表
記
が
定

着
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 

各
文
献
に
お
い
て
、
〈
え
〉
と
〈
ゑ
〉
に
つ
い
て
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る

仮
名
遣
い
を
行
っ
て
い
る
語
は
、
【
声
】
の
他
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。 

 六

本
稿
の
成
果

今
回
の
研
究
で
、
以
下
の
事
が
わ
か
っ
た
。 

㈠
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
、
平
仮
名
の
仮
名
遣

い
に
お
い
て
、『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
を
行
っ
て
い
る
語

の
仮
名
遣
い
は
、
定
家
仮
名
遣
い
と
一
致
率
が
高
い
。 

㈡
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
、
個
々
の
著
者
の

仮
名
遣
い
意
識
に
任
さ
れ
て
い
る
。 

㈢
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
、
『
和
字
正
濫
鈔
』

で
〈
お
〉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
仮
名
遣
い
の
語
が
、〈
を
〉
を
用
い
た
仮

名
遣
い
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

㈣
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
後
の
作
品
は
、
平
仮
名
だ
け
で
は
な
く
、
片
仮

名
の
仮
名
遣
い
も
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
一
致
率
が
高
い
。 

『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
前
の
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
、
各
書
写
者
の
仮
名
遣

い
意
識
に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
は
当
時
の
仮
名
遣
い
に
は
影
響
を
与
え
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
平
仮
名
の
仮

名
遣
い
だ
け
で
は
な
く
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
に
お
い
て
も
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成

立
付
近
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
表
音
的
で
あ
り
、
平
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
は
異

な
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
以
後
の
片
仮
名
の
仮
名
遣

い
は
、
平
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
近
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
近
世
前
半
期
の
今
回
の
対
象
文
献
の
中
で
は
、
『
和
字
正

濫
鈔
』
成
立
前
後
で
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
変
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（

９

） 

 

注（
１
）
管
見
の
限
り
で
は
、
中
野
真
弓
（
一
九
九
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
『
法
華
百
座
聞

書
抄
』
、
『
方
丈
記
』
、
『
三
帖
和
讃
』
を
用
い
」
て
、
「
定
家
と
ほ
ぼ
同
年
代
の
片
仮

名
文
に
お
い
て
「
オ
」
と
「
ヲ
」
の
仮
名
に
定
家
仮
名
遣
の
よ
う
な
法
則
が
存
在
し

た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
」
と
し
て
い
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
か
ら
「
お
」「
を
」

を
含
む
語
を
す
べ
て
抜
き
出
し
三
者
に
共
通
す
る
語
だ
け
を
選
び
」「
分
類
し
」
、「
考

察
を
加
え
て
」
い
る
。
「
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
「
オ
」
「
ヲ
」
の
仮
名
の
使
い
分

け
は
、
今
の
と
こ
ろ
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
使
い
分
け
と
の
接
点
は
見
出
せ
な
い
の
で

あ
り
、
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
表
記
は
当
時
の
混
乱
し
た
表
記
そ
の
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。
」「
平
安
末
期
以
後
、
院
政
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の

世
界
も
音
韻
上
の
混
乱
を
背
景
に
、
何
ら
か
の
仮
名
遣
の
基
準
が
求
め
ら
れ
、
そ
し

て
、
平
仮
名
の
世
界
で
い
わ
ゆ
る
定
家
仮
名
遣
い
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
『
方
丈
記
』

で
は
「
ヲ
」
表
記
、
『
三
帖
和
讃
』
で
は
「
オ
」
表
記
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
の
も

と
に
意
図
的
に
書
き
分
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
し
て
い
る
。 

（
２
）
明
和
六
年
刊
『
真
名
本
伊
勢
物
語
』
は
、
真
名
本
で
あ
る
本
文
上
下
巻
と
漢
字
平
仮
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名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た
考
異
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
上
下
巻
と
考

異
を
別
に
扱
う
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
、
調
査
対
象
の
比
較
に
よ
っ
て
仮
名

遣
い
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
調
査
対
象
を
で
き
る
だ
け
多
く
設
定
す

る
都
合
上
、
本
文
全
体
を
対
象
と
し
て
い
な
い
調
査
対
象
が
あ
る
。
『
寛
永
二
〇
年

板
本
』
は
二
九
頁
八
行
目
ま
で
、
元
禄
二
年
刊
『
眞
字
寂
莫
草
』
は
二
〇
頁
一
八
行

目
ま
で
、
『
御
書
』
は
一
六
丁
裏
六
行
目
ま
で
を
対
象
と
し
た
。 

（
３
）
『
和
字
正
濫
鈔
』
の
仮
名
遣
い
は
『
学
研
全
訳
古
語
辞
典
』
を
、
定
家
仮
名
遣
い
は

『
駒
澤
大
学

国
語
研
究

資
料
第
二

假
名
文
字
遣
』
に
よ
っ
た
。 

（
４
）
表
２
に
お
け
る
「
延
べ
語
数
」
と
は
、
対
象
資
料
の
全
用
例
数
の
こ
と
で
あ
る
。「
割

合
」
と
は
、
異
な
る
仮
名
遣
い
の
延
べ
語
数
を
、
調
査
対
象
の
延
べ
語
数
で
割
り
、
％

で
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
５
）
Ｂ
の
対
象
範
囲
内
で
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
お
い
て
〈
オ
〉
の
仮
名
遣
い
が
〈
ヲ
〉

で
表
記
さ
れ
て
い
る
用
例
は
以
下
三
一
例
で
あ
る
。「
ヲ
ホ
シ
」「
ヲ
ホ
セ
ラ
ル
」「
ヲ

ホ
セ
」「
ヲ
モ
フ
」「
ヲ
ト
ル
」「
ヲ
ス
」「
ヲ
ロ
ソ
カ
ナ
リ
」「
ヲ
ク
」「
ヲ
ク
ル
」「
ヲ

ユ
」「
ヲ
ロ
カ
ナ
リ
」「
ヲ
ハ
ス
」「
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」「
ヲ
ナ
ジ
」「
ヲ
ボ
ユ
」「
ヲ
ホ
ヤ

ケ
」「
ヲ
ホ
カ
タ
」「
ヲ
オ
チ
」「
ヲ
ン
ク
ラ
ヰ
」「
ヲ
ン
ア
リ
サ
マ
」「
ヲ
ヤ
」「
ヲ
ロ

ス
」
「
ヲ
ト
ヽ
」
「
ヲ
キ
ナ
」
「
ヲ
シ
ハ
カ
ル
」
「
ヲ
ソ
ロ
シ
」
「
ヲ
ノ
レ
」
「
ヲ
ゴ
ル
」

「
ヲ
ボ
ツ
カ
ナ
シ
」
「
ヲ
ト
」
「
イ
ヲ
」 

（
６
）〈
〉
に
は
、
平
仮
名
、
片
仮
名
問
わ
な
い
仮
名
を
、【
】
に
は
、
該
当
語
に
通
用
の
漢

字
を
当
て
た
も
の
を
、
「
」
に
は
、
調
査
文
献
で
実
際
に
出
現
し
た
仮
名
遣
い
を
、

〔
〕
仮
名
遣
い
を
入
れ
る
。 

（
７
）
表
３
に
お
け
る
「
全
対
象
語
」
は
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
り
が
見
ら
れ
た
語
の

中
で
、
『
假
名
文
字
遣
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
語
を
示
す
。
「
延
べ
語
数
」
は
、
「
全

対
象
語
」
の
中
で
定
家
仮
名
遣
い
に
沿
っ
て
い
た
語
の
延
べ
語
数
を
示
す
。
「
異
な

り
語
数
」
は
、
「
延
べ
語
数
」
と
同
様
の
事
を
指
す
。
丸
括
弧
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

数
値
を
「
全
対
象
語
」
で
割
っ
た
数
を
示
す
。 

（
８
）「
全
対
象
語
」
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
を
行
っ
て
い
た
語
の
こ
と

を
指
す
。「
延
べ
語
数
」
は
、『
和
字
正
濫
鈔
』
と
異
な
る
仮
名
遣
い
で
あ
る
語
の
中

で
、〈
お
〉
で
は
な
く
〈
を
〉
で
表
記
さ
れ
て
い
た
語
の
延
べ
語
数
を
指
す
。「
異
な

り
語
数
」
は
「
延
べ
語
数
」
と
同
様
の
こ
と
を
指
す
。
。
丸
括
弧
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
数
値
を
「
全
対
象
語
」
で
割
っ
た
数
を
示
す
。 

（
９
）
今
回
の
真
名
本
以
外
に
も
対
象
を
広
げ
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

 

参
考
引
用
文
献
お
よ
び
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ

・
池
田
亀
鑑

『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』

有
精
堂
出
版

一
九
三
四
年
九
月 

・
川
瀬
一
馬

『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』

阪
本
龍
門
文
庫

一
九
七
三
年
三
月 

・
金
田
一
春
彦

『
学
研
全
訳
古
語
辞
典

改
訂
第
二
版
』

学
研
教
育
出
版

二
〇
一
四

年
一
月 

・
國
領
麻
美

「
寛
永
二
十
年
板
真
名
伊
勢
物
語
の
本
文
の
性
格
及
び
変
字
法
に
就
い
て
」

『
真
名
本
伊
勢
物
語
―
本
文
と
索
引
―
』

二
〇
〇
〇
年
三
月

新
典
社 

・
小
林
芳
規

「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
〇
号

（
特
輯
号
三
）

広
島
大
学
文
学
部

一
九
七
一
年
三
月 

・
小
松
英
雄

『
日
本
語
書
記
史
原
論

補
訂
版

新
装
版
』

笹
間
書
院

二
〇
〇
六
年

五
月 

・
今
野
真
二

『
か
な
づ
か
い
の
歴
史

日
本
語
を
書
く
と
云
う
こ
と
』

中
央
公
論
新
社

二
〇
一
四
年
二
月 

・
林
美
朗

「
真
名
本
伊
勢
物
語
諸
本
研
究
の
系
統
分
類
に
関
し
て
」
『
国
語
国
文
研
究
』

第
八
六
号

北
海
道
大
学
国
文
学
会

一
九
九
〇
年
九
月 

・
樋
野
幸
男

「
〈
有
標
の
仮
名
〉
と
し
て
機
能
す
る
仮
名
」『
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国

語
国
文
』
四
七
号

東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会

一
九
九
五
年
三
月 

・
樋
野
幸
男

「
片
仮
名
文
に
お
け
る
〈
有
標
の
字
母
〉
の
提
唱
―
お
よ
び
有
標
的
効
果
の

基
盤
―
」
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
第
六
七
号

一
九
九
〇
年
十
二
月 
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・
中
野
真
弓

「
中
世
片
仮
名
文
に
お
け
る
「
オ
」
「
ヲ
」
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
―
『
法

華
百
座
聞
書
鈔
』
『
方
丈
記
』
『
三
帖
和
讃
』
―
」
『
尾
道
短
期
大
学
国
文
学
会
』
三
四

号

尾
道
短
期
大
学
国
文
学
学
会

一
九
九
一
年
三
月 

・
木
村
晟
・
瀬
尾
邦
雄
・
柳
田
忠
則

『
真
名
本

伊
勢
物
語

綾
足
校
訂
』

翰
林
書
房

一
九
九
五
年
五
月 

・
高
橋
忠
彦
・
高
橋
久
子

『
新
典
社
索
引
叢
書
13

真
名
本
伊
勢
物
語

本
文
と
索
引
』

新
典
社

二
〇
〇
〇
年
三
月 

・
山
田
巌
・
大
友
信
一
・
木
村
晟

『
駒
澤
大
学

国
語
研
究

資
料
第
二

假
名
文
字
遣
』

汲
古
書
院

一
九
八
〇
年
六
月 

・
『
百
人
一
首
』
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
閲
覧 

・
『
眞
字
寂
寞
草
』
新
日
本
子
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
閲
覧

・
『
真
名
百
人
一
首
』
新
日
本
子
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
閲
覧

付
記阪

本
龍
門
文
庫
蔵
の
原
本
を
拝
見
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
公
益
財
団
法
人
阪

本
龍
門
文
庫
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
一
年
） 




